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尾道糸崎港松永湾あり方検討会の開催について 
 

１ 要旨・目的 

尾道糸崎港の松永湾において、有識者、関係団体、関係行政機関で構成する「尾道糸崎

港松永湾あり方検討会」を立ち上げ、第１回検討会を開催する。 

 

２ 現状・背景 
尾道糸崎港の松永湾においては、現在、多くの原木が貨物船により岸壁で荷揚げされ、

陸上保管が行われており、この貨物船の大型化に対応するため、国直轄事業により浚渫                                                                                                                                                                                                   
が行われている。 

一方で、原木の水面保管を行っていた企業が平成 30年に撤退し、現在は水面保管のた

めの港湾施設が利用されていない状況となっている。 

また、港湾における脱炭素化の推進や、サーキュラーエコノミーへの移行など港湾をと

りまく情勢の変化も生じてきている。 

こうした状況から、水面貯木場等の利活用方策について検討する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【検討範囲】 

 

 

 

 

令和８年４月 17日 
課 名 土木建築局港湾漁港整備課 
担当者 港湾計画担当監 桑垣 
内 線 4024 

資料番号    ９ 

検討範囲 

港湾計画図 松永湾 位置図 
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３ 概要 

(1)  実施主体 

広島県 

 

(2)  開催日時 

令和８年４月 27日（月）15：00～ 

 

(3)  場所 

福山市役所松永支所 大会議室（福山市松永町三丁目 1-29） 

 

(4)  実施内容 

ア 議事 

 （ア）尾道糸崎港松永湾の現状および課題について 

 （イ）今後の検討内容について 

 （ウ）意見交換 等 

  イ 構成員等 

    別紙のとおり 

ウ その他 

 （ア）報道関係者のみ冒頭挨拶（議事開始前）まで傍聴及び撮影を可能とし、以降の議

事については、非公開とする。 

 （イ）検討会の議事概要は、後日、県ホームページにおいて公開する。 

 

４ 今後のスケジュール（予定） 

   令和８年度：検討会開催、利活用方策とりまとめ
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別紙 

 

尾道糸崎港松永湾あり方検討会 名簿 

 

（順不同） 

役割 区分 所属 役職 氏名 

構成員 

有識者 

尾道市立大学経済情報学部 教授 井本 伸 

広島大学大学院 

先進理工系科学研究科 
准教授 日比野 忠史 

関係団体 

尾道市水産振興協議会 会長 藤川 伸一 

松永湾里海協議会 会長 松若 隆博 

広島県東部港湾振興協会 

松永港部会 
会長 中浜 勇治 

中国地方港運協会尾三支部 支部長 河本 信行 

株式会社ひろしま港湾管理 

センター 

代表 

取締役 
甲田 良憲 

関係行政機関 

国土交通省 中国地方整備局 

広島港湾・空港整備事務所 
所長 赤城 尚宏 

広島県 土木建築局 
空港港湾 

担当部長 
新村 貴史 

福山市 建設局 土木部長 児玉 信治 

尾道市 産業部 産業部長 山本 淳 

オブザーバー 関係行政機関 

広島県 農林水産局 

東部農林水産事務所 水産課 
課長 小川 憲太 

福山市 市民局 

松永支所 松永建設産業課 
課長 藤田 哲郎 

福山市 経済環境局 

農林水産課 
課長 渡邉 光広 

尾道市 産業部 

農林水産課 
課長 高橋 光伸 

 


